
「東京都女性活躍推進計画　平成29年度取組実績」

１６　一般社団法人東京都小学校ＰＴＡ協議会

29年度取組実績

（１）仕事を持つ母親のＰＴＡ活動参加を促進するた
め、情報交換、環境整備に努め、支援を行います。
（２）ＰＴＡへの父親参加を促進するため､情報交換、
環境整備に努め、支援を行います。
（３）子育てを親がひとりで抱え込まないように、家庭
の子育てを中心に、家庭での問題、クラスや学校生
活での問題、学力の問題等、保護者同士、あるいは
親と教師がつながり問題解決ができる場を提供する
ため、研修会やＰＴＡの広場を実施します。

・仕事を持つ母親が主流となる現在、多様な就業形態
や保護者のニーズに対応するため、会議や研修会な
どの開催日を平日、休日にこだわることなく設定した。
・広報紙をはじめ、メーリングリストやホームページ、
ブログ等で情報提供、情報交換できる環境づくりに努
めた。
・保護者が子育てで孤立することなく、地域や行政の
支援、保護者同士の支え合いで課題を解決できるた
めＰＴＡのひろばを開催した。

子供の安全を守る活動の促進
（１）子供が被害者となる犯罪を防止するための防犯
活動を推進します｡
①事例発表や研修、話し合いの場を広く提供し、情報
を共有するとともに、広く意識を啓発し、活動へとつな
げます。
②警察・行政機関等関係諸機関と連携をとり、改善策
を話し合い、広く周知します。
（２）子供の危機管理意識を育てるための情報提供に
努めます。
①家庭・学校・地域において通学路の安全マップ作り
などの実施を促進します｡研修・協議・広報等を通じ
て、子供が学ぶ環境の整備に努めます。
②子供たちのネット、スマホの利用に係る危険につい
て、研修会や広報を通して情報を提供します。

・平成29年9月9日(土）、東京都小学校ＰＴＡリーダー
研修会「高めよう！子供たちの安全意識」を開催し
た。
講師　宮田美恵子氏（日本こどもの安全教育総合研
究所理事長）

・平成29年12月2日（土）、子供たちのネットやスマホ
の使い方や、危険をテーマに子育て支援勉強会（文
部科学省委託事業：ネットモラルキャラバン隊）を開催
した。

31

（１）男女の固定的な役割意識や慣行を越え、等しくＰ
ＴＡ活動に参加するためのシステムづくりと意識啓発
を行います。
（２）地域社会への啓発に努め、相互理解を深めてい
きます｡
☆（３）女性の社会進出の増加に伴い、これまでどおり
のＰＴＡ活動が難しくなっていることから、研修会や情
報交換会を開催し、今の時代に合ったＰＴＡ活動の在
り方や工夫を考える機会を提供します。

・リーダー研修会等で、子供を取り巻く環境について
認識し、子供が安心して過ごせる環境整備を家庭・学
校・地域が連携しながら活動することを学び、その成
果や現状を広報紙、ホームページ等でも広く周知し
た。
・学校、家庭、地域が連携して子供を見守り、育てて
いく環境を整えるうえでのＰＴＡ活動の役割や課題を
認識し、より良い活動に繋げることができるよう、ＰＴＡ
実態調査を実施した。
・都内各地区のＰＴＡ関係者が意見交換を行う場とし
て、6月と11月の２回、PTAのひろばを実施した。その
報告は、広報紙、ホームページ等に掲載し、広く周知
した。

「東京都女性活躍推進計画」記載の内容

領域Ⅱ　女性も男性もいきいきと豊かに暮らせる東京の実現

③妊娠・出産・子育てに対する支援

２　地域における活動機会の拡大
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ア　地域での子育て支援

１　生活と仕事の調和（ライフ・ワーク・バランス）の実現

ア　地域における男女平等参画の促進



１６　一般社団法人東京都小学校ＰＴＡ協議会

29年度取組実績「東京都女性活躍推進計画」記載の内容
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学校現場での男女平等参画の促進
（１）男女平等の理念を推進する学校教育及び家庭教
育の充実を図ります。
（２）男女がともに家庭生活及び食生活の重要性を確
認し、向上に努めるよう意識啓発に努めます｡

男女が生涯を通じ、お互いを尊重し、大切にしあい、
子供の心とからだを育む場である家庭及び食生活を
重視し、研修や広報などを通じて、その向上を図っ
た。
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子育てを親がひとりで抱え込まないように、家庭の子
育てを中心に、家庭での問題、クラスや学校生活での
問題、学力の問題等、保護者同士、あるいは親と教
師がつながり問題解決ができる場を提供するため、
研修会やＰＴＡの広場を実施します。(再掲　№24参
照）

・父親が家庭での子育てだけでなく、学校生活におい
ての子供に関心をもって問題解決に積極的に参加で
きるＰＴＡ環境について考える場として、リーダー研修
会やＰＴＡのひろばを開催した。
・「保護者と先生の意識調査」、リーダー研修会や子
育て支援勉強会等で、子どもを取り巻く環境について
認識し、子どもが安心して過ごせる環境整備を家庭・
学校・地域が連携しながら活動できるように、その成
果や現状を広報紙、ホームページ等でも広く周知し
た。

３　男女平等参画を推進する社会づくり

ア　学校での男女平等

イ　多様な学習機会の提供

③教育・学習の充実　


